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加
賀
藩
明
倫
堂
の
学
制
改
革
（
二
）

小

松

周

吉

ま
　
え
　
が
　
き

一
、

明
倫
堂
の
設
立
と
四
民
教
導

　
　

O
　
明
倫
堂
の
設
立

　
　
⇔
　
四
民
教
導
と
加
賀
藩
の
身
分
制

　
　
⇔
　
明
倫
堂
の
教
育
内
容
と
出
席
者

　
　
⑳
　
明
倫
堂
設
立
の
歴
史
的
背
景

二
、
享
和
期
及
び
文
政
期
の
学
制
改
革

　
　
θ
　
享
和
期
の
学
制
改
革

　
　
⇔
　
文
政
期
の
学
制
改
革
と
教
諭
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
上

「
加
賀
藩
明
倫
堂
の
学
制
改
革
（
一
）
」
本
紀
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
号
所
収
）

三
、
奥
村
栄
実
と
天
保
の
改
革

　
奥
村
栄
実
は
奥
村
尚
寛
の
第
四
子
で
文
化
元
年
（
一
入
〇
四
）
一
三
才
で
父

の

後
を

継
ぎ
、
同
三
年
年
寄
席
の
見
習
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
文
政
元
年
（
一
入
一

八
）
、
栄
実
は
藩
主
斉
広
の
鑓
を
得
て
、
月
番
加
判
以
下
一
切
の
職
を
解
か

れ
、
謁
見
を
禁
ぜ
ら
れ
た
が
、
後
に
謁
見
の
み
は
許
さ
れ
た
。
文
政
七
年
斉
広

が
没

し
斉
泰
が
藩
主
と
な
っ
た
が
、
斉
泰
は
深
く
栄
実
を
信
用
し
、
し
ば
し
ば

人
を
介
し
て
そ
の
意
見
を
徴
し
た
の
で
、
以
後
栄
実
の
意
見
は
藩
政
を
指
導
す

る
こ
と
と
な
っ
た
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

　
さ
て
当
時
の
藩
財
政
々
策
を
み
る
と
、
先
候
斉
広
の
時
代
、
藩
財
政
は
い

よ
い
よ
逼
迫
し
、
窮
余
の
一
策
と
し
て
、
文
政
元
年
に
は
仕
法
調
達
銀
を
課
し

た
。
こ
れ
は
名
称
は
新
し
い
が
実
は
旧
来
行
わ
れ
て
き
た
取
除
頼
母
子
で
あ
っ

て
、
そ
の
主
催
者
が
す
で
に
財
政
の
信
用
を
失
っ
た
藩
当
局
で
あ
る
た
め
庶
民

に

歓
迎

さ
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
の
で
、
藩
は
強
制
的
に
こ
れ
に
加
入
さ
せ

た
。　
仕
法
調
達
銀
の
方
法
は
、
銀
一
貫
目
を
一
口
と
し
、
六
〇
口
を
一
組
と
し
、

七
月
・
一
二
月
の
抽
せ
ん
に
よ
り
、
第
一
〇
会
ま
で
毎
回
二
人
宛
、
第
一
一
回

は

残
り
全
部
に
償
還
す
る
こ
と
と
し
、
一
人
で
一
口
加
入
で
き
な
い
も
の
は
数

人
で
一
口
を
負
担
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
し
た
が
っ
て
た
と
え
ば
文
政
元
年
に

成
立
し
た
組
は
同
六
年
に
は
全
部
償
還
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
文

政
三
年
藩
は
突
如
と
し
て
償
還
期
限
を
五
年
間
延
期
し
、
さ
ら
に
斉
泰
の
文
政

九
年
に
い
た
っ
て
遂
に
そ
の
契
約
を
破
棄
し
同
時
に
藩
よ
り
仕
法
調
達
銀
を
借

用
し
た
藩
士
の
債
務
を
解
除
す
る
と
い
う
徳
政
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

　
つ
い

で
文
政
入
年
に

は
民
間
よ
り
御
召
米
を
徴
収
す
る
新
法
を
実
施
し
た
。

こ
れ
は
藩
用
と
い
う
名
目
で
米
を
買
上
げ
、
こ
れ
を
大
阪
に
輸
出
し
て
利
鞘
を

か

せ
ぐ
と
い
う
方
法
で
あ
る
が
、
秋
冬
の
海
上
輸
送
の
困
難
な
時
期
に
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ん
す
わ
い

米
殻
切
手
を
金
融
業
者
で
あ
る
銀
仲
に
質
入
れ
し
て
借
銀
し
た
の
で
、
翌
春
の

輸
出
期
に
は
ま
ず
藩
の
借
銀
を
銀
仲
に
返
済
し
、
そ
の
質
権
を
解
除
し
た
後
で

な
け
れ
ば
米
を
船
積
み
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

四

月
藩
は
銀
仲
か
ら
そ
の
切
手
を
奪
回
し
て
米
を
輸
出
し
、
銀
仲
に
は
五
か
年

一
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の

間
に
借
銀
を

支
払

う
こ
と
を
約
束
し
た
が
、
最
初
の
一
か
年
の
み
こ
れ
を
実

行

し
て
以
後
は
う
や
む
や
に
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
藩
の
得
た
利
益

は

銀
三
一
一
九
貫
目
に
達
し
た
と
い
う
o

　

さ
ら
に
翌
文
政
九
年
五
月
諸
子
よ
り
上
納
す
る
借
知
の
比
率
を
増
加
す
べ
き

こ
と
を
命
じ
、
六
月
に
は
領
内
三
州
に
対
し
御
用
銀
七
、
○
○
○
貫
目
徴
収
の

命
令
を

発

し
て
い
る
。
後
者
は
わ
ず
か
二
一
日
間
に
上
納
さ
せ
る
と
い
う
強
引

な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
民
衆
の
不
安
と
不
満
が
高
ま
り
、
粟
が
崎
そ
の
他
に
農

民
騒
擾
が
起
っ
て
い
る
。

　
以
上
の

よ
う
な
反
動
的
な
藩
財
政
々
策
の
う
ち
、
文
政
七
年
以
後
の
も
の
は

す
べ
て
栄
実
の
献
策
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
天
保
期
に
入
る
と
三
年
以
来
凶
作
が
続
き
藩
財
政
は
い
よ
い
よ
逼
迫
し

た
た

め
、
八
年
（
一
入
三
七
）
六
月
藩
は
ま
た
し
て
も
秩
禄
二
〇
〇
石
以
上

の

藩
士
の

半
知
借
上

を
実
施
し
た
。
そ
し
て
こ
の
半
知
借
上
に
よ
っ
て
困
窮
す

る
藩
士
及
び
藩
士
の
債
務
不
履
行
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
る
庶
民
を
救
済
す
る

た

め
、
翌
七
月
「
天
保
の
御
改
法
」
1
1
天
保
の
改
革
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

「
天
保
の
御
改
法
」
と
は
徳
政
の
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
藩

主
治
脩
の
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
ー
前
藩
主
重
教
の
「
院
政
」
を
開
始
し
た

年
ー
に
は
第
一
次
の
徳
政
を
行
な
っ
て
領
内
借
銀
の
棒
引
を
実
施
し
、
文
政
九

年
（
一
八
二
六
）
に
は
調
達
銀
を
借
用
し
た
藩
士
の
債
務
を
解
除
す
る
と
い
う

第
二
次
の
徳
政
を
実
施
し
て
き
た
。
　
「
天
保
の
御
改
法
」
は
第
三
次
の
徳
政
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　

そ
の
内
容
は
お
よ
そ
つ
ぎ
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

O
　
町

方
に
お
け
る
町
人
相
互
の
貸
借
は
す
べ
て
無
利
息
。
利
息
の
う
ち
従
来

　
支
払
っ
た
分
は
元
金
よ
り
差
引
き
残
金
を
相
対
に
て
年
賦
償
還
。

⇔
　
百
姓
相
互
の
無
利
息
貸
借
も
同
様
、
年
賦
償
還
。
加
利
定
借
の
分
は
解

　
消
。
た
だ
し
町
方
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
地
域
よ
り
の
債
務
は
す
べ
て
解
消
。

⇔
　
質
物
は
無
利
息
十
分
の
一
の
元
入
れ
で
請
け
出
す
こ
と
。

㈱
　
藩
か
ら
村
方
へ
の
貸
物
は
無
利
息
年
賦
償
還
、
な
い
し
解
消
。

二

国
　
質
入
高
（
こ
れ
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
）
は
今
度
に
か
ぎ
り
特
主
へ
返
還
。

㈹
　
他
村
へ
切
高
し
た
分
は
、
代
銀
を
切
人
よ
り
出
さ
せ
て
本
村
へ
引
き
と
ら

　

せ
る
こ
と
。

㈹
　
享
和
二
年

（
一
入
〇

二
）
以
後
町
人
へ
切
高
し
た
分
（
こ
れ
も
禁
止
さ
れ

　
て

い

た
）
は
没
収
。
　
（
御
縮
高
、
取
揚
高
と
い
う
）

　

こ
の
よ
う
な
天
保
の
改
革
に
は
、
か
つ
て
来
沢
し
て
、
大
阪
商
人
か
ら
の
借

銀
の
整
理
と
国
産
奨
励
を
説
い
た
海
保
青
陵
の
国
富
策
の
影
響
な
ど
は
み
じ
ん

も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
斉
広
の
文
政
六
年
入
月
三
た
び
産
物
方
が
開
始
さ
れ
、

産
物
銀
の
貸
写
に
よ
る
国
産
奨
励
と
江
戸
へ
の
販
路
開
拓
政
策
が
強
く
お
し
進

め

ら
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
天
保
の
改
革
は
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な

進
歩
的

な
国
富
策
を
挫
折
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
薩
長
を
は
じ
め
と
す
る
西

南
諸
雄
藩
が
、
同
じ
天
保
期
の
改
革
に
よ
っ
て
青
陵
流
の
国
富
策
に
よ
る
財
政

の

建
て

直

し
に
成
功
し
、
幕
末
期
の
政
治
過
程
に
主
導
的
地
位
を
確
立
し
て
い

っ

た

こ
と
は
衆
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
加
賀
藩
で
は
遂
に
そ
の
よ
う
な
方
向
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
注

1
、
以
下
天
保
期
に
至
る
ま
で
の
財
政
々
策
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
史
第
二
編
九
〇

　
　
　
一
－
九
一
二
頁
に
よ
っ
た
。

　
　

2
、
若
林
喜
三
郎
　
銭
屋
五
兵
衛
　
九
九
頁
。

四
、
奥
村
栄
実
と
天
保
期
学
制
改
革

　
天
保
の
改
革
の
行
な
わ
れ
た
年
の
前
年
、
す
な
わ
ち
天
保
七
年
一
二
月
、
本

多
政
和
、
横
山
隆
章
、
前
田
孝
本
、
長
連
弘
、
奥
村
惇
叙
ら
の
重
臣
は
、
藩
治
振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

興
策
に

つ
い

て

藩
主
斉
泰
に
上
書
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
つ
ぎ
の
一
節
が
あ

る
。　

（上
略
）
若
し
夫
れ
風
俗
の
革
正
に
至
り
て
は
、
先
世
以
来
屡
厳
令
を
発
し
給
ひ
し
に

　
拘
は
ら
ず
、
尚
善
く
化
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
、
恐
ら
く
は
政
事
の
未
だ
宜
し
き
を

　
得
ざ
る
所
あ
る
に
非
ざ
る
か
。
蓋
し
方
今
の
弊
風
挙
げ
て
数
ふ
可
か
ら
ず
と
い
え
ど

　
も
、
そ
の
最
も
甚
し
き
は
、
人
情
軽
薄
に
し
て
信
義
を
重
ん
ぜ
ず
、
射
利
に
走
り
、
廉

　
恥
を
欠
く
に
あ
り
て
、
そ
の
因
り
て
来
る
所
、
一
に
政
令
の
不
信
に
基
づ
く
も
の
X
如

　

し
。
然
ら
ば
即
ち
風
俗
を
正
し
か
ら
し
め
ん
と
す
る
に
は
、
先
づ
政
治
の
局
に
当
る
者
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を
し
て
、
名
実
相
反
す
る
の
行
か
ら
し
む
る
に
若
か
ざ
る
な
り
。
且
つ
夫
れ
善
治
を

得
ん

と
せ
ば
、
政
教
並
び
行
は
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
昔
者
治
脩
侯
こ
s
に
見
る
所
あ

り
て
学
校
を
創
立
せ
し
も
、
そ
の
法
未
だ
全
く
備
は
れ
る
に
あ
ら
ず
。
是
を
以
て
自
今

学
政
を

修
補
し
て
人
材
の
薫
陶
に
努
め
、
業
成
る
に
随
ひ
て
こ
れ
を
政
務
の
諸
職
に
充

て
ば
、
則
ち
風
俗
の
革
正
を
期
す
る
に
於
い
て
も
、
ま
た
大
に
稗
益
す
る
所
あ
る
べ

し
。
但
し
此
の
如
き
は
歳
月
の
長
き
を
要
し
、
府
庫
充
実
せ
る
時
に
当
り
て
為
す
べ
き

策
に
し
て
、
現
下
焦
眉
の
急
に
応
ず
べ
き
計
に
は
あ
ら
ず
。
今
は
則
ち
国
用
の
足
ら
ざ

る
に
困
し
め
り
と
い
え
ど
も
、
救
済
の
道
は
必
ず
し
も
金
穀
を
散
す
る
に
よ
り
て
の
み

得
べ
し
と
す
べ
か
ら
ず
、
苛
く
も
局
に
当
る
者
、
そ
の
処
置
宜
し
き
を
得
ば
、
恩
沢
を

普
及
せ
し
む
る
こ
と
敢
て
難
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
　
（
下
略
）

　

こ
の
上
書
は
重
臣
ら
が
奥
村
栄
実
の
意
を
体
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
栄
実
の
明
倫
堂
学
制
改
革
に
対
す
る
考
え
方
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
「
風
俗
」
の
正
し
く
な
い
の
は
、
　
「
政
事
の
未
だ
宜
し
き
を
得

ざ
る
所
」
が
あ
る
か
ら
で
、
そ
れ
は
「
一
に
政
令
の
不
信
に
基
づ
く
も
の
」
で

あ
る
。
よ
っ
て
「
風
俗
」
を
正
し
く
す
る
に
は
、
　
「
政
治
の
局
に
当
る
者
を
し

て

名
実
相
反
す
る
の
行
な
か
ら
し
む
る
」
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は

「
学
政
を
修
補
し
て
人
材
の
薫
陶
に
努
め
、
業
成
る
に
随
ひ
て
こ
れ
を
政
務

の

諸
職
に
充
」
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か

に

人
持
・
頭
分
な
ど
上
級
士
族
の
教
育
を
重
視
し
た
文
政
期
学
制
改
革
の
方
針

の

継
承
で
あ
る
。

　

し
か
し
上
書
は
、
こ
の
よ
う
な
人
材
育
成
に
よ
る
政
治
改
革
は
年
月
を
要
す

る
も
の
で
、
　
「
現
下
焦
眉
の
急
に
応
ず
べ
き
計
に
は
あ
ら
ず
」
と
も
い
っ
て
い

る
。
そ
の
「
現
下
の
焦
眉
の
急
に
応
ず
べ
き
計
」
と
し
て
前
記
の
「
天
保
の
御

改
法
」
‖
徳
政
が
実
施
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
そ
こ

に

は
大
き
な
矛
盾
が
あ
る
。
一
方
で
は
「
風
俗
の
革
正
」
の
た
め
に
は
政
令
の

信
を

回
復
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
名
実
相
反
す
る
行
」
の
な
い
人

材
を
育
成
し
て
政
務
の
諸
職
に
あ
て
る
べ
き
だ
と
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
庶
民

の

不
信
を

決
定
的
な
も
の
に
す
る
徳
政
を
実
施
す
る
が
ご
と
き
は
、
矛
盾
の
甚

し
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
栄
実
は
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
学
校
総
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
間
も
な

く
学
制
改
革
に
着
手
し
た
。
す
な
わ
ち
翌
一
〇
年
二
月
に
は
学
校
頭
を
廃
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

督
学
を
置
き
、
同
年
四
月
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
明
倫
堂
御
規
則
」
を
布
達
し

た
。
　
　
　
　
　

明
倫
堂
御
規
則

　
一
、
御
家
中
人
持
以
下
平
士
並
以
上
嫡
子
・
嫡
孫
之
人
々
、
十
五
歳
よ
り
廿
三
歳
迄
九

　

ケ
年
間
、
不
洩
生
徒
被
仰
付
候
。
尤
曽
孫
・
玄
孫
可
為
同
事
事
。

　
　

附
、
父
之
代
番
相
勤
候
者
も
可
為
同
事
候
。
将
又
家
芸
有
之
人
々
之
嫡
子
・
嫡
孫
は

　
　
生
徒
被
仰
付
間
敷
候
。
但
、
御
儒
者
之
嫡
子
・
嫡
孫
は
可
為
格
別
候
。
新
番
小
頭
・

　
　

三
十
人
頭
・
坊
主
頭
之
嫡
子
・
嫡
孫
も
、
生
徒
不
被
仰
付
筈
に
候
。
且
又
御
鷹
匠
小

　
　

頭
以
下
之
せ
が
れ
等
は
、
向
後
生
徒
被
仰
付
間
敷
候
事
。

　

一、

生
徒
年
限
中
、
若
親
跡
目
相
続
被
仰
付
候
共
、
人
持
之
外
は
無
御
構
廿
三
歳
迄
其

　

儘
生
徒
被
仰
付
置
候
事
。

　

一、

廿
四
歳
以
上
之
嫡
子
・
嫡
孫
も
生
徒
相
望
候
は
ゴ
、
願
次
第
一
年
切
可
被
仰
付
候

　
事
。

　

一
、

仙
石
帯
刀
等
並
之
人
々
、
且
又
御
馬
廻
等
平
士
並
在
勤
之
人
々
役
懸
は
除
之
、
其

　

余
相
望
候
者
は
願
次
第
、
右
嫡
子
・
嫡
孫
年
限
等
之
通
生
徒
可
被
仰
付
候
事
。

　
　
一
、
生
徒
満
限
之
上
留
学
相
願
候
は
ゴ
、
一
年
切
可
被
聞
届
候
。
其
上
に
も
尚
又
留
学

　

仕
度
人
々
は
、
年
々
相
願
可
申
事
。

　
　

但
、
依
願
被
仰
付
嫡
子
・
嫡
孫
聾
在
勤
之
人
々
留
学
之
儀
も
、
本
文
之
通
た
る
可
事
。

　
　
一
、
生
徒
列
之
儀
、
一
席
之
内
に
而
三
等
に
分
ち
、
人
持
嫡
子
・
嫡
孫
一
列
、
頭
分
嫡

　

子
・
嫡
孫
一
列
、
平
士
嫡
子
・
嫡
孫
一
列
に
相
立
、
一
列
之
内
各
齢
順
を
以
列
居
可
仕

　

候
。
在
勤
之
生
徒
は
引
離
れ
罷
在
、
其
内
に
而
之
等
級
は
右
に
準
じ
、
仙
石
帯
刀
等
並

　
　
一
列
、
平
士
一
列
に
相
立
、
一
列
之
内
は
可
為
齢
順
事
。

　
　
一
、
平
士
並
以
上
之
嫡
子
・
嫡
孫
、
於
明
倫
堂
素
読
修
行
之
人
々
卒
業
候
は
ゴ
、
十
五

　

歳
に
相
成
不
申
候
得
共
生
徒
可
被
仰
付
事
。

　
　

但
、
自
分
に
素
続
修
行
之
人
々
、
十
五
歳
以
前
卒
業
候
は
ゴ
、
願
次
第
試
業
之
上
生

　
　

徒
可
被
仰
付
事
。

　
　
一
、
十
五
歳
に
相
成
候
は
S
、
素
読
卒
業
無
之
共
生
徒
可
仰
付
候
間
、
尚
又
素
読
を
も

　

い

た
さ
せ
可
申
候
事
。

　
　
一
、
初
学
之
輩
教
授
等
講
解
を
以
為
相
学
可
申
事
。

　
　
一
、
生
徒
指
引
之
儀
、
一
席
宛
其
席
へ
罷
出
候
訓
導
よ
り
相
勤
候
事
。

　
　
一
、
生
徒
勤
学
中
春
秋
両
度
宛
試
業
可
被
仰
付
事
。

　
　

但
、
一
席
切
会
読
相
済
候
授
読
之
書
篇
を
弁
書
致
さ
せ
可
申
候
。
尤
主
付
之
教
授
・

　
　

助
教
に
而
撰
、
甲
乙
に
依
而
転
席
可
申
談
事
。

　
　
一
、
生
徒
勤
学
中
或
は
満
限
之
上
も
、
抜
群
之
者
入
舎
可
被
仰
付
事
。

　
　
一
、
遠
処
在
住
之
人
々
嫡
子
等
之
儀
は
、
追
而
可
申
渡
事
。

　
　
一
、
平
士
並
以
下
之
二
・
三
男
等
、
壁
夫
よ
り
以
下
御
歩
並
迄
之
子
弟
俊
異
之
者
は
、

三
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別
段
に
御
取
用
可
有
候
事
。

　
　
　
　
右

生

徒

一
、

句
読
師
之
儀
、
是
迄
読
師
相
勤
来
候
通
会
読
可
仕
候
事
。

　
但
、
一
会
一
書
た
る
べ
き
事
。

一、

人
持
内
当
年
十
五
歳
以
上
廿
九
歳
迄
之
人
々
、
役
懸
り
之
外
毎
月
会
読
被
仰
付

候
。
今
般
生
徒
に
相
洩
候
同
組
嫡
子
・
嫡
孫
廿
四
歳
よ
り
廿
九
歳
迄
之
人
々
、
井
二
三

男
等
十
五
歳
よ
り
廿
九
歳
迄
之
者
、
右
席
へ
可
致
出
座
候
。
来
年
よ
り
十
五
歳
に
相
成

候
人

々
、
且
追
々
生
徒
御
免
之
者
も
出
座
致
さ
す
べ
き
事
。

　
但
、
右
人
々
三
十
九
歳
に
相
成
候
迄
会
読
被
仰
付
候
。
且
又
此
度
三
十
歳
以
上
に
而

　
も
、
是
迄
会
読
に
罷
出
候
人
々
は
可
致
出
座
候
。
是
迄
不
罷
出
候
と
も
、
相
望
候
者

　
は
不
拘
年
齢
断
之
上
可
致
出
座
候
事
。

一、

御
大
小
将
会
読
是
迄
之
通
た
る
べ
き
事
。

一、

是
迄
四
・
九
夕
諸
組
会
読
之
儀
、
只
今
之
通
り
被
立
置
候
条
、
御
家
中
之
人
々
井

生
徒
之
外
、
無
息
人
壁
陪
臣
・
町
医
師
等
も
罷
出
可
申
事
。

　
但
、
人
持
組
・
御
大
小
将
組
聾
人
持
之
子
弟
は
、
此
処
へ
は
罷
出
申
間
敷
候
。
且
又

　
席
数
之
儀
、
出
座
人
員
数
見
計
相
立
可
申
候
。
此
席
之
儀
尤
教
授
・
助
教
主
付
相
勤

　
可
申
候
へ
共
、
時
宜
に
寄
訓
導
・
訓
蒙
よ
り
も
助
合
会
頭
相
勤
可
申
事
。

一
、

会
読
之
儀
都
而
間
取
を
以
弁
解
可
仕
候
。
列
之
儀
句
読
師
井
人
持
会
読
席
は
、
勤

仕
之
人

々
一
列
、
子
弟
之
人
々
一
列
、
各
齢
順
を
以
相
立
可
申
候
。
御
大
小
将
会
読
も

向
後
齢
順
た
る
べ
く
候
。
諸
組
会
読
は
列
之
儀
不
及
沙
汰
事
。

　
　
　
　
右

会
読

一
、

毎
月
講
書
組
当
り
に
而
聴
衆
罷
出
候
儀
、
只
今
之
通
た
る
べ
き
事
。

一、

毎
月
三
度
兵
書
講
釈
可
仰
付
候
。
出
座
之
儀
は
追
而
可
申
渡
事
。

　
　
　
　
右

講

書

一
、

人
持
以
下
平
士
並
以
上
、
役
懸
り
之
外
、
来
る
寅
年
十
八
よ
り
廿
九
歳
迄
之
人
々

明
倫
堂
試
業
被
仰
付
、
其
後
右
人
々
三
十
九
歳
に
及
候
迄
、
三
ケ
年
に
一
度
宛
試
業
可

被
仰
付
候
。
且
又
卯
年
以
後
年
々
十
八
歳
に
相
成
候
者
、
是
又
試
業
可
被
仰
付
候
事
。

　
但
、
役
懸
り
之
人
々
、
井
本
文
よ
り
年
丈
け
候
人
々
も
、
相
望
候
者
は
願
次
第
試
業

　
可
被
被
仰
付
候
事
。

一、

今
般
生
徒
に
相
洩
候
内
、
廿
四
歳
よ
り
廿
六
歳
迄
之
嫡
子
・
嫡
孫
、
井
此
後
生
徒

御
免
之
人
々
も
、
来
る
寅
年
よ
り
以
後
三
十
九
歳
に
相
成
候
迄
、
三
ケ
年
に
】
度
宛
試

業
可
被
仰
付
事
。

一、

家
芸
有
之
人

々
等
は
試
業
不
被
仰
付
筈
に
候
。

　
但
、
相
望
候
者
は
家
芸
等
之
様
子
次
第
可
被
仰
付
候
事
。

一、

人
持
以
下
平
士
以
上
之
二
・
三
男
等
、
且
又
平
士
並
以
上
内
遠
所
在
住
之
人
々
井

二
・
三
男
等
、
藍
夫
よ
り
以
下
御
歩
並
迄
勤
仕
之
人
々
試
業
之
儀
は
、
追
而
可
申
渡

事
。　
　

　
　
右
　
試
業

四

一
、

素
読
出
座
之
儀
、
是
迄
之
通
た
る
べ
く
候
。
依
而
此
以
後
新
に
出
座
相
願
候
者

は
、
願
之
趣
督
学
へ
相
達
、
督
学
承
届
入
学
い
た
さ
せ
可
申
候
。

　
但
、
素
読
は
向
後
十
四
歳
迄
に
限
り
可
申
候
。
若
満
限
之
上
未
熟
之
者
は
、
十
七
歳

　
迄
素
読
い
た
さ
せ
、
其
上
は
卒
業
無
之
と
も
出
座
指
留
可
申
事
。

　
附
、
是
迄
素
読
仕
来
居
候
人
々
之
儀
は
、
右
年
輩
以
上
之
者
も
、
来
子
年
迄
は
其
儘

　
為
致
稽
古
、
丑
年
以
後
都
而
本
文
之
通
り
た
る
べ
く
候
。
且
又
平
士
並
以
上
嫡
子
・

　
嫡
孫
十
五
歳
に
及
候
へ
ば
、
素
読
卒
業
無
之
共
、
生
徒
被
仰
付
儀
等
は
、
生
徒
之
ケ

　
条
中
に
有
之
通
之
事
。

　
　
　
　
右
　
素
　
読

一、

易
学
之
儀
、
是
迄
之
振
を
以
稽
古
等
被
仰
付
。

　
　
　
　
右
　
易
　
学

一、

勤
学
之
人
々
心
懸
次
第
、
詩
文
を
も
相
学
せ
可
申
事
。

　
　
　
　
右
　
詩
　
文

右
之
通
可
被
仰
付
旨
候
条
、
夫
々
其
心
得
可
有
之
候
。
将
又
国
学
・
律
学
・
礼
法
・
算

術
等
稽
古
を
も
追
々
可
被
仰
付
候
。
是
等
之
儀
は
追
而
可
申
渡
候
。
以
上

　
　
　
　
己
亥
四
月

　
な
お
こ
の
年
七
月
、
藩
は
後
述
す
る
よ
う
な
「
毎
月
稽
古
割
」
を
発
表
し
て

新
学
制
に

よ
る
「
稽
古
始
」
を
布
達
し
て
い
る
が
、
そ
の
「
毎
月
稽
古
割
」
に

は
右
の

「
明
倫
堂
御
規
則
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
の
前
文
が
付
さ
れ
て
い

（
3
）
る
。
そ
の
前
文
の
冒
頭
に
「
今
般
学
政
御
修
補
に
付
、
生
徒
之
儀
入
学
生
与
唱

候
様
被
仰
出
候
事
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
時
か
ら
生
徒
を
入
学
生
と
呼
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、
「
年
寄
中
嫡
子
・
嫡
孫
も
入
学

被
仰
付
罷
出
候
に
付
、
人
持
嫡
子
・
嫡
孫
之
上
に
一
列
齢
順
を
以
列
居
い
た
し

候
筈
之
事
」
と
あ
っ
て
、
明
倫
堂
発
足
以
来
い
ま
だ
か
っ
て
一
度
も
見
ら
れ
な

か
っ

た
、
重
臣
の
子
弟
の
入
学
に
関
す
る
規
定
が
こ
こ
に
は
じ
め
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
注
1
　
石
川
県
史
第
二
編
　
　
　
九
二
四
ー
九
二
五
頁

　
　

2
　
加
賀
藩
資
料
第
一
五
編
　
　
　
三
六
－
四
一
頁

　
　

3
同
　
　
　
　
　
五
九
ー
六
五
頁

五
、
天
保
期
学
制
改
革
の
内
容

　
さ
て
右
の
「
御
規
則
」
を
中
心
と
し
、
こ
れ
に
若
干
の
史
料
を
補
足
し
な
が

ら
天
保
期
学
制
改
革
の
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
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O　
就
学
の
義
務
制

　
敗
革
の
第
一
点
は
、
明
倫
堂
へ
の
就
学
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
で
明
倫
堂
の
こ
れ
ま
で
の
就
学
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

　
明
倫
堂
の
就
学
状
況
を
正
確
に
伝
え
る
史
料
は
乏
し
い
。
日
本
教
育
史
資
料

に

は

「
文
化
十
年
九
月
大
島
忠
蔵
よ
り
菊
地
九
右
衛
門
等
へ
建
言
セ
シ
書
中
子

弟
ハ
生
徒
ヲ
願
ヒ
素
読
生
三
百
人
二
越
ユ
ト
ア
ル
ヲ
以
テ
当
時
ノ
隆
盛
ナ
ル
コ

ト
ヲ
証
ス
ル
ニ
足
ル
、
又
大
島
清
太
学
政
私
考
中
載
ス
ト
コ
ロ
ニ
ョ
レ
バ
生
徒

人
数
大
略
二
百
人
ト
図
リ
云
々
ト
ア
リ
是
ハ
天
保
九
年
二
記
セ
シ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

以

テ
私
考
ト
雛
尚
ホ
当
時
ノ
状
況
ヲ
察
ス
ル
ニ
足
レ
リ
」
と
あ
る
。
し
か
し
こ

の

三
百
人

あ
る
い
は
二
百
人
と
い
う
数
字
が
単
に
在
籍
者
の
数
を
示
す
の
か
、

ま
た
は
実
際
の
日
々
出
席
者
の
数
を
示
す
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
他
方
に
は
、
こ
の
よ
う
な
数
字
が
実
質
的
な
出
席
者
を
示
す
こ
と

を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
講
席
や
会
読
に
出
席
者
が
少
な

い

た

め

に

発
せ

ら
れ
た
出
席
督
励
の
た
め
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
布
達
で
あ
る
。

○

文
政
二
年
六
月

　

文
武
之
学
校
は
第
一
御
家
中
之
諸
士
聲
子
弟
等
教
導
の
た
め
被
建
置
候
処
近
来
は
文
武

　

と
も
惣
躰
出
坐
寡
く
講
日
組
当
り
杯
は
別
て
人
少
に
候
勤
仕
有
之
者
は
差
支
之
事
も
可

　

有
之
候
得
共
官
暇
に
は
心
掛
可
申
為
子
弟
者
は
勿
論
無
惚
怠
相
励
可
申
儀
に
候
此
段
厳

　

重
相
心
得
候
様
可
申
渡
旨
被
仰
出
候
事
（
下
略
）
（
2
）

○

文
政
四
年
十
二
月

　

経
武
館
へ
の
出
座
督
励
（
史
料
略
）
（
3
）

○

文
政
五
年
十
月

　

経
武
館
へ
の
出
座
督
励
（
史
料
略
）
（
4
）

○

文
政
六
年
二
月

　

近
頃
は
文
学
校
に
於
て
若
年
之
人
々
出
精
之
並
素
読
人
も
多
く
出
座
有
之
候
然
処
人
持

　

頭
分
講
書
定
日
出
座
甚
薄
く
相
聞
候
右
は
何
も
在
勤
之
事
に
候
得
は
繁
勤
之
輩
は
毎
度

　

難
罷
出
儀
も
可
有
之
其
上
壮
年
之
人
々
と
は
違
万
端
熟
練
之
趣
に
候
得
は
今
更
読
書
等

　

不
承
候
共
心
得
有
之
事
に
候
得
共
又
重
役
之
人
々
不
絶
出
座
有
之
候
得
は
別
て
年
若
之

　

人

々
進
み
に
て
相
成
候
之
事
に
候
間
人
持
頭
分
聴
聞
之
定
日
に
は
不
絶
罷
出
候
様
有
之

　

度
思
召
候
（
下
略
）
（
5
）

○
文
政
六
年
九
月

　

先
達
て
於
文
学
校
会
読
就
被
仰
付
候
人
持
子
弟
之
人
々
聾
有
緑
之
人
々
も
罷
出
来
候
月

　

数
も
重
り
候
に
付
学
校
頭
よ
り
当
時
出
坐
之
人
数
相
調
理
近
々
名
書
指
上
候
筈
に
候

　
（
中
略
）
自
然
未
御
出
座
も
無
之
御
面
々
も
御
坐
候
は
s
以
来
右
定
日
何
分
御
出
坐
御
坐

　

候
て
可
然
存
候
猶
御
勘
考
御
坐
候
様
致
度
候
以
上
（
6
）
　
　
　
　
ー
、

○

天
保
二
年
十
一
月

　
　
（
前
略
）
文
学
校
の
儀
講
日
の
外
は
近
頃
相
応
に
出
坐
も
有
之
候
に
付
分
て
被
仰
出
は

　

無
之
候
へ
と
も
諸
組
共
組
当
り
講
日
出
坐
人
次
第
に
相
減
候
躰
被
聞
召
候
併
申
に
は
数

　
年
不
怠
出
坐
仕
人
々
も
有
之
候
由
此
段
は
奇
特
に
被
思
召
候
前
段
の
通
り
出
坐
相
減
候

　

て

は
講
日
被
建
置
候
御
詮
も
無
之
儀
に
候
条
支
配
人
得
と
相
心
得
以
後
不
絶
出
坐
有
之

　

候
様
可
被
申
談
候
此
段
可
申
渡
旨
被
仰
出
候
事
（
7
）

○
天
保
二
年
十
一
月

　

武
学
校
へ
の
出
坐
督
励
（
史
料
略
）
（
8
）

○
天
保
二
年
十
二
月

　

今
日
御
組
御
筆
頭
前
田
監
物
様
え
御
談
之
儀
有
之
候
に
付
四
時
前
御
出
被
遊
候
処
大
炊

　

様
御
覚
書
を
以
御
談
被
成
候
事

　
　
（
御
覚
書
）
　
（
前
略
）
文
武
出
精
方
之
儀
被
仰
出
も
有
之
候
へ
共
程
経
候
得
は
兎
角
怠

　

勝
に

相
成
候
に
付
諸
頭
等
相
心
得
組
支
配
等
申
談
其
組
中
目
分
井
子
弟
等
之
儀
も
無
油

　

断
申
談
候
様
に
と
の
御
趣
意
に
候
各
御
子
弟
方
之
儀
も
御
年
若
之
面
々
は
無
油
断
出
精

　

可
有
之
事
に
候
間
其
心
得
尤
に
候
（
中
略
）
尤
御
子
弟
方
之
儀
は
無
御
油
断
御
心
得
可

　

有
之
候
且
又
文
学
校
講
日
を
も
被
建
置
候
事
に
候
間
御
心
得
も
可
有
之
儀
に
候
（
下

　
略
）
（
9
）

　

ま
た
明
倫
堂
で
は
、
講
日
の
出
席
を
容
易
に
す
る
た
め
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
手

続
の
簡
略
化
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
っ
は
足
軽
・
坊
主
・
小
者
の
子
弟
及

び

町
在
の

者
の

出
席
に
つ
い
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
配
当
さ
れ
た
講
日
が
毎
月
二

八

日
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
日
は
町
会
所
式
日
で
あ
る
た
め
町
役
人
は
出
席
で
き

な
い
し
、
ま
た
偶
数
日
は
諸
役
所
の
勤
務
が
あ
っ
て
足
軽
な
ど
も
出
席
で
き
な

い
。
そ
れ
に
出
席
者
は
頭
支
配
を
経
て
学
校
へ
届
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
文
政
二
年
入
月
こ
れ
ら
を
改
め
て
、
講
日
を
毎
月
二
九
日
と
し
、
出
席

者

は
、
組
支
配
名
ま
た
は
裁
許
肝
煎
名
を
肩
書
し
た
「
名
書
」
を
学
校
に
持
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
し
た
。

　

そ

の

二
は

陪
臣
の
出
席
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
陪
臣
の
出
席
に
つ
い

て

は

助
教
を
経
て
学
校
頭
へ
届
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
を
、
天
保
四
年
こ

れ
を

改
あ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
主
人
か
ら
「
名
書
」
を
学
校
頭
へ
提
出
す
れ
ば
よ
い

　
　
　
ハ
ロ
　

と
し
た
。

　

以
上
の

よ
う
に
、
し
ば
し
ば
出
席
の
督
励
や
、
出
席
手
続
の
簡
略
化
な
ど
を

五
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行

な
っ
た
の
は
、
明
倫
堂
受
業
者
の
出
席
状
況
が
必
ず
し
も
好
ま
し
い
も
の
で

は

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
状
況
を
克
服

す

る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
天
保
の
学
制
改
革
で
は
明
倫
堂
入
学
の
義
務
制
が
実

施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
す

な
わ
ち
人
持
以
下
平
士
並
以
上
の
嫡
子
嫡
孫
は
、
す
べ
て
一
五
才
よ
り
二

三
才

ま
で
の
九
年
間
生
徒
（
入
学
生
）
と
し
て
就
学
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
希
望

者
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
一
年
間
在
学
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
一
五
才
以
前

で

も
素
読
を
修
了
し
た
も
の
は
生
徒
を
命
ぜ
ら
れ
る
し
、
一
五
才
に
な
る
と
素

読
を

卒
業

し
な
く
て
も
生
徒
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
入
持
以
外

は
、
生
徒
で
あ
る
間
に
跡
目
相
続
し
て
も
生
徒
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い

と
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
重
臣
の
子
弟
の
入
学
に
つ
い
て
は
じ
め

て

規
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
藩
の
重
臣
で
あ
る
八
家
と
そ
の
子

弟
の
明
倫
堂
へ
の
就
学
に
つ
い
て
は
、
特
権
的
身
分
で
あ
る
た
め
か
何
ら
規
定

さ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
が
、
天
保
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
規
定

さ
れ
、
し
か
も
人
持
以
下
と
同
様
就
学
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
天
保

一
〇
年
五
月
つ
ぎ
の
ご
と
く
達
せ
ら
れ
た
。

　
御
学
政
御
修
補
に
付
而
被
仰
出
候
趣
、
申
渡
候
通
に
候
。
学
校
之
儀
本
来
冑
子
之
教
育

　
方
を
主
と
致
し
候
躰
に
候
処
、
御
国
に
而
近
来
之
習
俗
不
宜
、
生
徒
等
相
願
候
者
、
先

　
に

軽
き
組
柄
之
者
に
而
、
身
柄
之
人
々
は
却
而
学
校
へ
致
入
学
候
儀
を
塊
ぢ
候
様
成
姿

　
も
相
見
え
、
第
一
学
問
と
世
事
と
を
別
儀
之
様
に
存
誤
り
、
或
文
学
・
武
学
を
両
端
と

　
思
違
候
族
も
有
之
躰
、
甚
御
趣
意
に
違
候
事
に
候
。
依
之
今
度
御
仕
法
被
仰
付
、
身
柄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
之

人
々
嫡
子
・
嫡
孫
を
御
仕
立
を
専
に
被
仰
付
、
依
而
は
教
官
之
人
々
品
位
を
御
進

　

め
、
名
称
等
を
も
御
改
被
成
候
。
然
共
都
而
御
法
制
は
如
何
様
に
も
相
立
候
事
に
候
へ

　
共
、
法
は
未
に
而
、
人
材
之
成
立
は
専
ら
師
長
之
教
導
方
に
可
有
儀
に
候
。
如
何
程
之

　
書
籍
之
上
を
講
究
い
た
さ
せ
て
も
、
躬
行
践
履
之
実
を
責
不
申
候
て
は
、
都
而
口
弁
之

　
資
と
い
た
し
候
処
杯
に
も
権
移
り
、
随
而
文
武
を
両
端
と
心
得
候
様
之
弊
風
も
生
じ
可

　
申
儀
。
左
候
而
は
其
詮
も
無
之
事
に
候
。
　
（
中
略
）

　
人
材
選
挙
之
上
に

至
り
候
而
も
、
心
術
行
儀
を
先
と
い
た
し
、
次
に
は
才
学
芸
能
に
及

　

び
、
虚
文
を
以
御
取
立
之
儀
無
之
様
、
重
々
可
有
詮
議
候
。
尤
督
責
方
に
お
い
て
は
、

　
向
後
御
賞
罰
之
極
あ
を
被
立
置
、
勧
懲
之
道
も
可
被
行
候
へ
共
、
先
は
教
官
之
人
々
酒

　
育
薫
陶
之
功
を
以
、
人
材
成
立
自
他
之
処
へ
為
至
候
を
主
意
と
心
得
申
筈
に
候
。
　
（
下

略
）
（
ど

六

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
入
学
を
希
望
す
る
も
の
は
身
分
の
軽
い
者
た
ち

で

あ
っ
て
「
身
柄
」
　
（
重
臣
）
の
人
々
は
学
校
へ
入
る
こ
と
を
「
塊
ぢ
」
と
心

得
、
ま
た
学
問
と
「
世
事
」
と
は
別
ご
と
と
考
え
、
文
学
と
武
芸
と
は
両
立
し

な
い
も
の
と
思
い
こ
ん
で
い
る
の
は
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
度
の

学
政
改
革
に
よ
っ
て
、
重
臣
も
そ
の
嫡
子
・
嫡
孫
を
入
学
さ
せ
、
そ
の
教
育
に

専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
教
官
た
る
も
の
は

「
躬
行
践
履
之
実
」
を
あ
げ
る
よ
う
十
分
の
指
導
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の

で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
不
就
学
を
身
分
的
特
権
と
し
て
認
め
て
き
た
従
来
の

慣
行
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、
進
歩
的
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
以
上
の
よ
う
な
明
倫
堂
へ
の
就
学
の
義
務
制
が
ど
の
程
度
実
現
さ

れ
た

か
、
そ
れ
を
確
か
め
る
史
料
に
乏
し
い
。
し
か
し
天
保
一
三
年
五
月
に

は
、
御
歩
並
以
上
の
子
弟
の
う
ち
一
四
才
に
達
し
た
者
の
学
校
へ
の
届
出
を
督

　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

促
し
て
い
る
し
、
そ
の
翌
月
に
は
諸
士
の
明
倫
堂
へ
の
出
席
を
督
促
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
み
る
と
、
義
務
制
が
そ
う
厳
密
に
実
施
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

「
天
保
の
御
改
法
」
と
い
う
反
動
的
な
改
革
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
学
制

改

革
で
あ
り
、
国
家
（
藩
）
の
た
め
の
学
門
を
学
ぶ
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
義
務

制
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
厳
密
に
実
施
さ
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。　
な
お
生
徒
の
着
席
順
序
が
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
に
従
っ
て
三
等
の
列
に
区
分
さ

れ
、
各
列
は
年
令
順
に
よ
っ
て
並
ぶ
こ
と
が
「
御
規
則
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た

が
、
こ
れ
は
、
学
内
に
お
け
る
身
分
制
の
強
化
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　

⇔

　
会
読
の
重
視

　
教
授
方
法
と
し
て
会
読
が
著
し
く
重
視
さ
れ
、
そ
の
回
数
が
大
幅
に
増
加
し

た
。
と
り
わ
け
人
持
の
場
合
は
、
一
五
才
以
上
二
九
才
ま
で
役
懸
り
の
ほ
か
は

す
ぺ
て
毎
月
の
会
読
に
出
席
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
持

．

頭
分

な
ど
上
級
士
族
及
び
そ
の
子
弟
の
教
育
を
重
視
し
た
文
政
期
学
制
改
革

の

方
針
の
継
承
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
は
、
会
読
・
討
論
を
重
視
し
て
学
問
の
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「
有
用
ノ
義
」
を
期
待
し
た
享
和
期
以
来
の
学
制
改
革
方
針
の
具
体
的
展
開
で

も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
天
保
一
〇
年
七
月
定
め
ら
れ
た
「
毎
月
稽
古
割
」
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
毎

月
稽
古
割

　
　
講

書

　

二
　
　
日
　
朝
五
半
時
よ
り
　
人
持
頭
分
子
弟
共
。

　
　
　
　
　
　
夕
八
時
よ
り
　
御
大
小
将
六
組
・
同
御
用
番
支
配
子
弟
共
、
井
御
奥
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
将
・
御
表
小
将
・
御
側
小
将
之
子
弟
。
但
御
用
に
而
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
候
人
々
者
、
七
日
朝
・
夕
之
内
不
時
に
可
罷
出
事
。

　
七
　
　
日
　
朝
五
半
時
よ
り
　
御
馬
廻
六
組
子
弟
共
。
但
御
用
に
而
指
支
候
人
々
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
日
夕
可
罷
出
事
。

　
　
　
　
　
　

夕
八
時
よ
り
　
御
馬
廻
六
組
・
同
御
用
番
支
配
子
弟
共
。
但
御
用
に
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
支
候
人
々
は
、
同
日
朝
へ
可
罷
出
事
。

　
十

二

日
　
朝
五
半
時
よ
り
　
定
番
御
馬
廻
八
組
・
組
外
四
組
・
同
御
用
番
支
配
子
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
。
但
御
用
に
而
指
支
候
人
々
は
、
同
日
夕
へ
不
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
罷
出
事
。

　
　
　
　
　
　
夕
八
時
よ
り
寺
社
奉
行
支
配
平
士
・
御
射
手
・
御
異
風
・
町
同
心
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
矢
御
用
・
御
厩
方
・
新
番
組
御
歩
小
頭
・
三
十
人
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
御
儒
者
・
御
医
者
・
御
茶
堂
頭
・
坊
主
頭
・
諸
小
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
同
並
・
新
番
組
御
歩
子
弟
共
。
但
御
用
に
而
指
支
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

々
者
同
日
朝
へ
不
時
に
可
罷
出
事
。

　
十

七

日
　
朝
五
半
時
よ
り
　
与
力
、
御
大
工
頭
子
弟
共
。
但
御
用
に
而
指
支
候
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
二
十
二
日
朝
不
時
に
可
罷
出
事
。

　
　
　
　
　
　

夕
八
時
よ
り
　
人
持
子
弟
共
。

二
十
二
日
朝
五
半
時
よ
り

二
十
七
日

夕
八
時
よ
り

朝
五
半
時
よ
り

　
　
　

　
　
夕
八
時
よ
り

　
会
読
及
び
諸
学
科

三
　
　

日
　
夕
九
半
時
よ
り

四
　
　
日
　
〃
　
〃

御
鷹
匠
・
六
組
御
歩
・
定
番
御
歩
・
同
並
・
御
歩
並
・

御
鷹
役
・
御
算
用
者
・
同
並
子
弟
共
。
但
御
用
に
而
指

支
候
人
々
者
、
二
十
七
日
朝
不
時
に
可
罷
出
事
。

頭
分
子
弟
共
。

御
料
理
人
・
同
並
・
御
細
工
者
・
同
並
・
割
場
奉
行
支

配
御
歩
並
・
御
馬
奉
行
支
配
御
歩
並
・
御
手
廻
組
御
小

人
頭
・
同
並
・
町
下
代
・
同
並
・
御
大
工
・
同
並
・
穴

生
．
御
壁
塗
．
御
普
請
会
所
下
裁
許
・
町
奉
行
支
配
・

御
弓
方
等
御
細
工
人
子
弟
共
。

足
軽
・
坊
主
・
小
者
子
弟
共
・
町
在
之
者
。

句
読
師
会
読
。
○
同
、
医
学
。
○
同
、

句
読
師
会
読
。
○
同
、
諸
組
会
読
。

算
学
。

十十十十九八六十

六

十

八

十

九

廿廿
一
廿
三
廿
四
廿

六

廿

八

廿

九

晦一、
　
　
習
。

一
、一、一、一、一、一、一、一、

　
日
　
日
　
日
　
日
一
日

三

日

四
日
　
日
　
日
　
日
　
日
　
日
　
日
　
日
　
日
　
日
　
日
　
日

夕
九
半
時
よ
り

〃〃〃〃’ソ〃！！〃〃〃〃〃’ソ！ノ〃〃！ノ
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人
持
子
弟
共
会
読
。

句
読
師
会
読
。
○
同
、
礼
法
。

句
読
師
会
読
。
○
同
、
諸
組
会
読
。

易
　
学
。

御
大
小
将
会
読
。

句
読
師
会
読
。
○
同
、
医
学
。
○
同
、

句
読
師
会
読
。
○
同
、
読
組
会
読
。

人
持
子
弟
共
会
読
。

句
読
師
会
読
。
○
同
、
礼
法
。

句
読
師
会
読
。
○
同
、
諸
組
会
読
。

易
　
学
。

御
大
小
将
会
読
。

句
読
師
会
読
。
○
同
、
医
学
。
○
同
、

句
読
師
会
読
。
○
同
、
諸
組
会
読
。

人
持
子
弟
共
会
読
。

句
読
師
会
読
。
○
同
、
礼
法
。

句
読
師
会
読
。
○
同
、
諸
組
会
読
。

易
　
学
。

算
学
。

算
学
。

毎
朝
五
時
よ
り
素
読
。
但
佳
節
朔
望
二
七
除
之
。
内
三
々
辰
上
刻
よ
り
午
刻
迄
温

　

毎

日
朝
自
五
半
時
、
夕
自
九
半
時
、
入
学
生
会
読
。
但
佳
節
朔
望
除
之
。

　

御
近
習
之
面
々
者
、
毎
月
二
十
七
日
夕
之
外
講
日
出
座
勝
手
次
第
之
事
。

　

講

日
組
当
り
、
其
頭
、
支
配
人
不
時
に
罷
出
候
儀
勝
手
次
第
之
事
。

　

厄
介
人
学
校
へ
出
座
不
指
支
人
々
者
、
毎
月
二
十
二
日
朝
講
席
不
時
出
座
之
事
。

　

小
松
御
馬
廻
・
魚
津
御
馬
廻
、
毎
月
十
二
日
朝
出
座
之
事
。

　

遠
所
在
住
之
与
力
、
毎
月
十
七
日
朝
組
当
り
講
席
出
座
之
事
。

　

遠
所
在
住
之
下
裁
許
・
同
町
下
代
・
小
代
官
、
毎
月
二
十
七
日
朝
講
席
出
座
之
事
。

　

御
茶
堂
小
頭
・
坊
主
小
頭
・
検
校
・
御
用
相
勤
候
町
医
師
・
御
手
役
者
、
二
十
七

　

日
朝
講
席
不
時
出
座
之
事
。
但
検
校
・
御
手
役
者
之
外
子
弟
、
二
十
七
日
夕
へ
可

　

罷
出
事
。

一
、

陪
臣
之
分
並
諸
社
神
主
、
二
十
七
日
朝
講
席
へ
不
時
可
罷
出
事
。

　
右
の
稽
古
割
に
よ
る
と
、
ま
ず
講
日
と
講
席
の
配
当
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の

も
の
、
つ
ま
り
文
政
期
改
革
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ

人

持
・
頭
分
だ
け
の
講
席
が
、
文
政
期
に
は
月
四
回
で
あ
っ
た
の
が
今
度
の
場

合
は
一
回
減
っ
て
月
三
回
と
な
っ
て
い
る
点
が
目
に
つ
く
程
度
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
会
読
に
っ
い
て
は
大
幅
な
変
更
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
文
政
期

七
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の

場
合
は
、
一
か
月
の
間
に
人
持
子
弟
会
読
が
三
回
、
書
生
会
読
が
六
回
で
あ

っ

た
の

が
、
今
度
の
改
革
で
は
句
読
師
会
読
が
一
二
回
、
人
持
子
弟
会
読
が
三

回
、
御
大
小
将
会
読
が
二
回
、
諸
組
会
読
が
六
回
、
そ
れ
に
入
学
生
の
会
読
が

「
佳
節
・
朔
・
望
」
を
除
く
毎
日
朝
夕
二
回
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
入
学
の
義
務
制
に
と
も
な
っ
て
入
学
生
が
増
加
す
る
こ
と
を
予

想
し
て
の
こ
と
で
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
会
読
回
数
の
こ
の
大
幅
な
増

加

は
、
か
な
り
思
い
切
っ
た
改
革
で
あ
る
。

　
会
読
に

使

用
さ
れ
た
書
籍
に
つ
い
て
は
明
確
な
史
料
が
な
い
が
、
金
沢
市
史

学
事
編
で

は
、
句
読
師
会
読
で
は
近
思
録
・
貞
観
政
要
・
論
語
が
、
諸
組
合
読

で
は
左
伝
・
大
学
・
論
語
・
孟
子
が
、
入
学
生
会
読
で
は
小
学
が
そ
れ
ぞ
れ
用

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

い

ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

　
　
　
⇔
　
素
　
　
　
　
　
読

　
素
読
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
通
り
と
し
て
い
る
が
、
素
読
を
一
四
才
ま
で
に

限

る
と
し
て
い
る
の
は
、
初
等
教
育
の
段
階
を
年
令
に
よ
っ
て
区
切
る
方
向
を

は

じ
め
て
示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
な
お
天
保
一
〇
年
に
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
き
「
素
読
生
心
得
之
条
々
」
が
達
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
先
述
し
た
文
化
三
年
四
月
の
「
諭
読
書
生
条

々
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　

素
読
生
心
得
之
条
々

　
一
、
学
校
へ
罷
出
候
て
、
無
用
之
咄
合
等
不
〃
仕
、
尤
稽
古
相
済
候
は
～
、
直
に
退
出

　
　
　
可
レ
致
事

　
一
、
辞
義
挨
拶
の
儀
は
、
幼
儀
の
第
一
に
候
間
、
疎
略
の
振
舞
無
レ
之
様
、
進
退
宜
敷

　
　
　
相
心
得
可
レ
申
事

　
一
、
於
二
席
々
一
、
列
居
の
儀
、
狼
に
着
座
不
レ
仕
、
帳
順
を
以
、
作
法
能
可
・
致
二
着
座
一

　
　
　
事

　
一
、
稽
古
相
初
り
候
て
は
、
別
て
狼
に
立
さ
わ
き
申
間
敷
事

　
一
、
稽
古
席
に
は
、
御
上
壇
御
右
の
方
は
句
読
師
右
の
方
に
着
座
仕
、
句
読
相
授
り
候

　
　
　
は
、
左
の
方
に
着
座
仕
候
て
、
猶
更
諦
読
可
レ
致
候
、
御
右
の
方
は
句
読
師
左
の

　
　
　
方
に
着
座
仕
、
句
読
相
授
候
は
、
右
の
方
に
着
座
仕
、
前
文
の
通
相
済
候
は
、

　
　
　
可
レ
致
二
退
出
一
事

　
一
、
不
審
の
儀
、
師
長
に
習
ひ
候
節
は
、
進
退
宜
敷
教
を
受
可
レ
申
事

八

一
、

他
人
の
長
短
過
悪
を
論
し
、
或
は
出
座
の
前
後
な
と
争
申
間
敷
事

一
、

都
て
致
二
読
了
一
候
時
、
前
書
失
意
無
之
哉
、
試
可
〃
申
、
若
失
意
多
く
候
は
～
、

　
　
立
帰
り
温
習
い
た
す
へ
く
候
、
後
書
移
り
申
儀
、
伺
二
指
図
一
可
レ
申
事

一、

請
読
の
法
徐
綬
に
し
て
、
声
音
滞
無
レ
之
様
心
懸
可
レ
申
事

一
、

素
読
は
学
問
の
階
梯
に
候
間
、
素
読
一
通
相
済
候
は
s
、
義
理
の
会
得
を
心
懸
、

　
　
会
読
等
の
席
へ
罷
出
可
レ
申
事

一
、

毎
月
三
日
・
十
三
日
・
廿
三
日
は
、
辰
の
上
刻
よ
り
午
の
下
刻
迄
、
四
書
・
五
経

　
　
温
習
の
事

一
、

手
跡
の
儀
、
随
分
無
二
油
断
一
稽
古
可
レ
致
候
、
十
五
歳
以
下
の
人
々
、
清
書
毎
年

　
　
二
月
・
五
月
・
八
月
・
十
一
月
各
廿
五
日
迄
に
、
其
月
の
上
り
清
書
指
出
可
レ
申

　
　
候
、
尤
平
常
の
通
に
て
、
清
書
紙
相
改
候
に
も
不
レ
及
候
事

右
之
件
々
、
堅
相
守
可
レ
申
事

⑳
　
試

業

　

つ

ぎ
に
試
業
に
つ
い
て
も
大
き
な
改
革
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
明
倫
堂
で
試

業
が
実
施
さ
れ
た
の
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

政

二
年
二
月
五
日
の
達
に
、

　

一、

以
来
生
徒
学
業
試
春
秋
両
度
前
広
よ
り
四
書
五
経
之
内
書
籍
相
極
談
置
於
席
上
壱

　
　
　
部
之
内
一
章
又
は
一
段
と
か
及
指
図
弁
書
為
相
調
其
上
に
て
甲
乙
之
次
第
相
定
可

　
　
　

申
候
は
s
学
業
勤
方
進
に
相
成
可
然
存
候
事
（
下
略
）

　

と
あ
る
。
四
書
五
経
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
書
籍
の
あ
る
章
ま
た
は
一
段
に
つ

　
　
ぺ
ん
が
き

い

て

弁
書
さ
せ
、
こ
れ
に
甲
乙
の
評
価
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
弁

書
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
（
躍
杢
ハ
年
（
天
五
三
）
の
明
倫
堂
試
業
の
さ

い

の

経
義
試
業
調
方
等
之
覚
」
に
、

　

一
、

当
年
都
て
孟
子
膝
文
公
上
下
篇
之
内
当
日
惣
御
奉
行
よ
り
被
仰
渡
の
章
節
弁
書
之

　
　
　
筈
に
候
事

　
一
、
調
方

　
　
　
何
経
何
々
之
節
或
は
何
之
章

　
　
　
　
章
意

何
々
　
　
字
訓
何
々
　
　
解
義
何
々
　
　
余
論
何
々

　

と
あ
る
か
ら
、
当
時
の
弁
書
も
、
章
意
・
字
訓
・
解
義
・
余
論
を
筆
答
さ
せ

た

も
の
で
あ
ろ
う
。
明
倫
堂
に
お
け
る
弁
書
は
、
学
問
奨
励
を
目
的
と
し
た
も

の

で
、
幕
府
の
昌
平
坂
学
問
所
の
学
問
吟
味
や
素
読
吟
味
の
場
合
の
よ
う
に
、

特
に

学
問
統
制
（
異
学
の
禁
止
）
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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さ
て
天
保
の
学
制
改
革
で
は
こ
の
試
業
（
弁
書
）
制
度
を
一
段
と
強
化
し
、

人
持
以
下
平
士
並
以
上
役
懸
り
を
除
き
、
一
八
才
以
上
二
九
才
ま
で
の
者
に
試

業
を

実
施
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
三
九
才
に
な
る
ま
で
三
年
に
一
回
宛
試
業
を
受

け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
試
業
は
春
秋
二
回
実
施

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
「
未
熟
之
入
学
生
に
御
座
候
へ
ば
、
其
勢
自
然
と
数

十
日
之
間
、
専
其
業
に
力
を
用
ひ
、
武
事
に
力
を
難
レ
分
之
弊
有
レ
之
哉
と
恐
．

　
　
　
れ
　

御
座
候
」
と
い
う
理
由
で
、
天
保
一
一
年
こ
れ
を
年
一
度
を
限
り
実
施
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
文
政
期
に
は
弁
書
の
評
価
を
上
中
下
の
三
等
に
区
分
し
て

い

た

が
、
天
保
一
二
年
に
は
、
弁
書
の
結
果
と
「
平
生
学
力
」
と
に
よ
っ
て
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

席
の
等
級
（
有
等
席
と
い
う
）
を
「
転
席
」
し
て
い
く
方
法
を
講
じ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
教
育
方
法
と
し
て
競
争
の
原
理
を
導
入
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
っ
て
、
教
育
の
近
代
化
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
だ
け
に
身
分
制
を
根
幹
と
す
る
封
建
社
会
の
学
校
に
と
っ
て
は
な
じ
ま
な

い

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
天
保
八
年
の
大
島
清
太
の
意
見
書
の
一
部

に

よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　
是
迄
弁
書
匿
名
に
致
候
得
共
、
以
来
名
前
調
さ
せ
、
且
高
下
之
次
第
相
立
可
レ
申
、
謬

　
失
之
処
は
朱
書
を
以
改
窟
い
た
し
、
当
人
に
相
返
し
申
度
候
、
尤
品
題
張
出
不
レ
候
、

　
此
儀
は
伊
川
先
生
嘗
て
議
せ
ら
れ
候
て
、
試
業
に
高
下
を
立
候
て
は
、
人
を
し
て
争
は

　

し
め
学
者
を
教
ゆ
る
の
法
に
あ
ら
ず
と
被
〃
申
候
儀
に
従
ひ
申
候
（
2
2
）

　

と
こ
ろ
で
こ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
る
試
業
も
、
人
持
や
平
士
の
二
・
三
男

及
び

そ
れ
以
下
の
下
級
士
族
に
対
し
て
は
「
追
而
可
申
渡
事
」
と
し
て
何
ら
の

規
定

も
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
学
制
改
革
が
依
然
と
し
て

身
分
制
に
よ
っ
て
強
く
規
制
さ
れ
て
い
る
証
拠
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
、
人
材

登

用
の
基
盤
を
、
身
分
制
を
緩
和
し
て
二
・
三
男
や
下
級
士
族
に
ま
で
拡
大
す

る
と
い
う
意
図
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
㈲

修

学

の

目
標

　

さ
て
天
保
の
学
制
改
革
は
ど
の
よ
う
な
修
学
の
目
標
を
目
ざ
し
た
の
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

う
か
。
そ
れ
を
示
す
史
料
と
し
て
「
入
学
生
学
的
」
が
あ
る
。
こ
の
史
料
の
時

代
は

明
確
で
は
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
「
入
学
生
」
の
語
は
天
保
の
学
制
改

革
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
学
的
」
も
お

そ

ら
く
こ
の
時
定
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

「
入
学
生
学

的
」
は
一
一
項
目
か
ら
な
る
長
文
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
要

旨
を
述
べ
る
と
、
ま
ず
第
一
項
で
は
、
学
問
の
基
本
は
「
立
志
」
に
あ
る
と

し
、
　
「
総
て
微
禄
小
臣
の
士
た
り
と
も
、
国
家
（
加
賀
藩
の
こ
と
ー
筆
者
）
の

責
有
レ
之
之
義
に
候
得
は
、
当
時
修
業
の
人
々
、
等
閑
の
心
得
無
レ
之
、
修
身
の

志

を
立
て
、
分
毫
た
り
共
、
御
国
家
の
為
に
忠
切
を
致
、
臣
職
を
尽
す
べ
き
を

目
当
と
し
」
て
修
業
を
怠
ら
ず
勤
む
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
第
二
項
で

は
、
い
か
に
「
有
才
」
と
い
え
ど
も
学
問
な
く
し
て
は
、
　
「
臣
職
」
を
つ
く
す

こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
「
学
問
の
道
は
修
レ
己
治
レ
人
の

外
無
レ
之
候
得
は
、
禄
仕
の
人
其
道
に
う
と
く
候
得
は
、
私
智
の
働
き
の
み
に

相
成
、
事
理
人
情
に
お
い
て
、
是
非
利
害
の
ま
よ
ひ
可
レ
有
レ
之
候
」
だ
か
ら
で

あ
る
。

　

第
三
項
で
は
、
前
項
の
通
り
学
問
の
道
は
「
臣
職
」
を
つ
く
す
こ
と
で
あ
る

か

ら
、
そ
れ
は
「
終
身
の
業
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
小
成
に
安
ん
じ
て
怠

慢
の
心
を
起
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
　
「
他
日
授
職
の
節
に
至
り
」
職

務
多
忙
の
故
を
も
っ
て
学
問
の
心
懸
を
放
棄
し
て
し
ま
う
の
は
、
　
「
仕
道
」
と

学
問
と
は
別
で
あ
る
と
す
る
誤
っ
た
考
え
方
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
四
項
で
は
、
学
問
は
「
活
用
し
て
働
き
あ
る
」
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た

め

に

は
、
　
「
凡
読
書
は
自
分
に
て
体
認
い
た
し
、
人
情
に
引
当
、
時
世
を
考

へ
、

古
を
以
て
今
を
証
し
、
義
理
を
察
し
、
道
を
以
事
を
制
し
、
当
用
の
工
夫

を

磨
き
候
」
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
第
五
項
で
は
、
「
実
行
は
学
問
の
本
意
」
で
あ
る
が
、
「
窮
理
の
工
夫
未
熟
」

の

ま
ま
で
出
世
の
み
を
望
む
こ
と
は
「
聖
教
の
戒
め
、
士
君
子
の
恥
辱
に
候

間
」
、
入
学
生
は
、
「
自
分
の
為
の
学
専
一
に
相
心
得
、
外
見
の
模
様
無
レ
之
、

誠
実
に

臣
職
切
業
の
志
を
立
、
無
二
由
断
一
切
磋
修
行
可
レ
有
レ
之
候
」
、
と
し
て

い

る
。
第
六
項
で
は
、
「
学
問
は
才
識
発
達
の
砥
石
」
で
あ
る
の
に
、
「
学
力
」

あ
る
人
が
か
え
っ
て
「
心
術
鄙
劣
」
で
常
人
に
も
お
と
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ

九
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る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
学
問
の
上
達
は
無
益
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
、

こ
れ
は
学
問
を
す
る
場
合
の
心
構
か
ら
く
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
入
学
生
は
第

一
項
に

か

か

げ
た
心
得
を
も
っ
て
十
分
身
を
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し

て

い
る
。

　
第
七
項
で
は
、
学
問
の
道
に
と
っ
て
は
「
小
学
問
、
小
知
慧
」
は
か
え
っ
て

障
害
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
「
博
学
多
識
」
を
心
が
け
、
　
「
博
学
・
審
問
・

慎

思
・
明
弁
・
篤
行
」
の
学
問
の
規
則
を
守
る
べ
き
で
、
み
だ
り
に
「
実
行
の

工
夫
」
の
み
を
論
ず
る
こ
と
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
第
八
項
で

は
、
し
か
し
博
学
が
「
修
行
第
一
」
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
学
問
に
は
「
緩
急

先
後
の
次
第
」
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
　
「
い
ま
だ
経
義
も
未
熟
に
候
て
、
子
類

等
に

わ
た

り
、
　
「
史
も
不
レ
窺
し
て
先
雑
書
を
探
り
候
事
」
な
ど
は
す
べ
て
無

益
の

こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
第
九
項
で
は
、
読
書
の
法
と
し
て
は
、
字
句

文
義
に
拘
泥
し
て
「
古
人
立
言
の
主
意
を
会
得
」
す
る
こ
と
を
誤
っ
て
は
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
。

　
第
一
〇
項
で
は
、
会
読
法
は
単
に
「
読
書
修
行
」
の
方
法
に
止
ま
っ
て
は
な

ら
ず
、
　
「
朋
友
切
瑳
之
間
」
　
「
心
術
練
磨
の
工
夫
」
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と

し
、
第
一
一
項
で
は
、
会
読
に
お
い
て
は
、
互
に
虚
心
に
討
論
す
べ
き
で
、
「
己

を

是

と
し
人
を
非
と
す
る
心
」
が
あ
っ
て
は
、
学
問
の
上
達
を
期
す
る
こ
と
は

で

き
な
い
と
し
て
い
る
。

　

さ
て
以
上
が
「
入
学
生
学
的
」
の
概
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
全
体
と
し
て
み

る
と
き
、
そ
の
修
学
の
目
標
は
儒
教
の
伝
統
的
わ
く
組
か
ら
一
歩
も
出
る
も
の

で
は

な
か
っ
た
。
国
家
‖
加
賀
藩
の
た
め
の
学
問
を
強
調
し
、
学
問
の
本
意
は

実
行
に
あ
る
と
し
、
そ
の
方
法
と
し
て
会
読
を
重
視
し
て
い
る
が
、
そ
の
学
問

は

あ
く
ま
で
経
伝
の
わ
く
を
出
る
も
の
で
は
な
く
、
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平

天
下
を
基
本
的
態
度
と
す
る
道
徳
的
理
想
主
義
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
道
徳
と
政

治

を
こ
の
よ
う
に
連
続
的
に
と
ら
え
る
理
想
主
義
の
立
場
か
ら
は
藩
の
暴
力
的

な
政
治
の
現
実
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
栄
実
ら
藩

の

為
政
者
に
と
っ
て
も
、
自
ら
打
ち
出
し
て
い
る
天
保
の
御
改
法
‖
徳
政
の
反

一
〇

道
徳
性
（
反
人
民
性
）
と
こ
の
道
徳
的
理
想
主
義
と
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
何
ら

の

自
覚
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
し
て
こ
の
点
こ
そ
が
、
当
時
栄
実
が
「
後
門
の
狼
」
と
し
て
怖
れ
た
上
田

作
之
丞
と
そ
の
一
派
（
黒
羽
織
党
）
か
ら
鋭
く
批
判
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

の

で
あ
る
。
上
田
作
之
丞
〔
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
ー
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
〕

は
文
化

六
年
江

戸
か
ら
来
沢
し
藩
に
仕
え
た
経
済
学
者
本
多
利
明
に
師
事
し
た

が
、
利
明
は
そ
の
才
を
愛
し
、
彼
を
養
子
に
迎
え
よ
う
と
し
た
が
作
之
丞
は
こ

れ
を

こ
と
わ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
年
以
後
作
之
丞
は
明
倫
堂
の
生
徒
と
な
っ
た

が
、
成
績
優
秀
で
し
ば
し
ば
賞
賜
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
作
之
丞
は
明
倫

堂
の

学
風
が
訓
詰
に
没
頭
し
て
少
し
も
実
用
に
2
8
な
く
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て

立
身
の
見
こ
み
も
な
い
と
し
て
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
藩
校
を
退
い
て
独

立

し
、
そ
の
居
所
拠
遊
館
に
お
い
て
藩
士
を
指
導
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
拠
遊

館
の
学
則
に
「
学
問
の
要
は
理
を
知
る
の
み
、
一
た
び
理
を
知
ら
ば
書
に
待
っ

所

な
し
。
書
な
る
も
の
は
畢
寛
も
人
の
糟
粕
た
る
に
過
ぎ
ず
」
と
い
い
、
ま
た

「
学
問
の
道
は
極
め
て
簡
易
な
り
。
之
を
時
務
の
当
否
に
考
へ
、
切
磋
琢
磨
し

て

心
眼

を
開
く
に
勉
め
ば
、
期
年
に
し
て
能
く
有
為
の
材
た
る
を
得
ん
や
」
と

述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
は
訓
詰
に
拘
泥
す
る
学
問
を

廃

し
、
本
多
利
明
流
の
実
学
を
主
と
す
る
学
説
を
説
い
た
。
ま
た
時
務
を
論
し
、

時
弊
を
批
判
し
た
の
で
、
彼
の
学
説
を
奉
ず
る
者
が
次
第
に
多
く
な
っ
た
。

　
作
之
丞
の
学
説
を
奉
ず
る
も
の
の
う
ち
、
そ
の
地
位
の
も
っ
と
も
高
か
っ
た

の

は
長
連
弘

で

あ
っ
た
。
天
保
一
四
年
奥
村
栄
実
が
没
す
る
と
、
連
弘
が
そ
の

一
派
（
黒
羽
党
織
）
を
結
集
し
て
藩
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
弘
化
・
嘉

永
期
に
は
割
場
奉
行
に
関
沢
房
清
、
算
用
場
奉
行
に
水
原
保
延
、
勝
手
方
に
近

藤
信
行
を
配
し
て
藩
政
の
改
革
を
試
み
、
そ
の
成
果
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ

た
。
し
か
し
安
政
元
年
六
月
、
藩
主
斉
泰
は
、
長
一
派
の
政
権
担
当
を
も
っ

て
、
党
派
に
偏
信
し
公
平
を
欠
く
も
の
と
し
て
こ
れ
を
追
放
し
て
し
ま
っ
た
。

　

さ
て
以
上
は
、
石
川
県
史
第
二
編
の
所
説
に
し
た
が
っ
て
、
上
田
作
之
丞
の

学
説
と
そ
の
明
倫
堂
に
対
す
る
批
判
の
一
端
に
触
れ
た
の
で
あ
る
が
、
上
田
の
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学
説
が

本

多
利
明
の
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
藩
政
の
「
時
弊
」
を
正
し
く
と
ら

え
、
そ
の
改
革
の
進
歩
的
方
向
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
論
ず
る

こ
と
は
、
筆
者
の
能
力
を
越
え
た
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、

明
倫
堂
の
教
学
が
上
田
の
指
摘
す
る
よ
う
に
訓
話
の
学
に
拘
で
い
す
る
学
問
で

あ
り
、
前
述
の
ご
と
く
道
徳
的
理
想
主
義
の
立
場
を
固
守
し
よ
う
と
す
る
も
の

で

あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。

　
明
倫
堂
教
学
の
右
の
よ
う
な
態
度
は
、
漢
学
以
外
の
諸
学
科
の
取
り
扱
い
に

も
反
映
し
て
い
る
。
天
保
期
以
降
に
お
け
る
藩
校
改
革
に
お
い
て
一
般
的
に
み

ら
れ
る
傾
向
は
、
漢
学
を
従
来
通
り
一
貫
し
て
重
視
し
つ
つ
も
、
こ
れ
に
習
字

・

皇
学
（
国
学
）
・
医
学
・
算
学
・
洋
学
な
ど
の
学
科
を
加
え
る
か
、
あ
る
い

は

医
学
・
国
学
・
洋
学
の
各
専
門
学
校
を
設
立
す
る
か
し
て
、
全
体
と
し
て
藩

校
教
育
の
内
容
が
著
し
く
多
様
化
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
筆
者
は
か
つ
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
が
、
要
す
る
に

漢
学
が
重
視
さ
れ
た
の
は
、
幕
藩
体
制
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
補
強
す
る
と
い

う
漢
学
本
来
の
課
題
の
ほ
か
に
、
国
学
と
と
も
に
新
た
に
、
よ
り
い
っ
そ
う
現

実
的
政
治
論

と
し
て
の
尊
王
嬢
夷
論
の
理
論
的
基
礎
を
提
供
す
る
役
割
を
に
な

う
に
い
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
と
そ
の
近
臣
の
提
唱
し
た

朱
子
学
的
名
分
論
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
　
（
洋
学
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
）

　

と
こ
ろ
で
加
賀
藩
明
倫
堂
の
天
保
期
改
革
の
場
合
、
漢
学
が
尊
王
嬢
夷
論
の

理
論
的
基
礎

を
提
供
す
る
と
い
う
意
味
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
前
述
の
よ
う
に
こ
の
改
革
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
「
国
家
1
1
加
賀
藩
の

た

め
」
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
た
め
の
人
持
・
頭
分
な
ど
上
級
士
族
の
教
育
の
重

視
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
封
建
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
漢
学
の
重
視
で
あ

っ

て
、
そ
こ
に
は
藩
を
越
え
た
統
一
国
家
を
志
向
す
る
政
治
理
論
1
1
朱
子
学
的

名
分
論
へ
の
自
覚
と
い
う
徴
候
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
加
賀
藩
明
倫
堂
の
場
合
、
そ
の
発
足
当
初
か
ら
和
学
が
学
科
の
中
に
加
え
ら

れ
て

い

た
。
し
か
し
文
政
期
の
学
制
改
革
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
和

学
・
算
学
・
医
学
な
ど
漢
学
以
外
の
学
科
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
そ
し
て
天
保
の
学
制
改
革
で
は
、
前
述
し
た
「
明
倫
堂
御
規
則
」
の
中

に
、
　
「
国
学
・
律
学
・
礼
法
・
算
術
等
稽
古
を
も
追
々
可
被
仰
付
候
。
是
等
之

義
は
追
而
可
申
渡
」
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
「
毎
月
稽
古
割
」
で
は
和
学
と
律
学

は

廃
止

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
嘉
永
五
年
（
一
入
五
二
）
五
月
石
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

嘉
左
衛
門
が
明
倫
堂
で
国
学
を
講
ず
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
六
月
に
い
た
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て

よ
う
や
く
国
学
講
書
の
日
が
定
め
ら
れ
、
そ
し
て
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

四

月
、
国
学
の
会
読
を
開
く
こ
と
が
達
せ
ら
れ
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
し

た

が
っ

て

少

く
と
も
天
保
期
学
制
改
革
の
段
階
で
は
、
漢
学
と
同
様
国
学
を
現

実
的
な
政
治
的
教
養
の
学
問
と
し
て
取
り
あ
げ
る
意
図
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
o
　
以
上
要
す
る
に
、
明
倫
堂
の
教
育
内
容
を
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、
経
世
済

民
の

実
学
す
な
わ
ち
経
済
学
的
分
野
を
欠
い
て
い
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

こ
の
た
め
明
倫
堂
教
学
は
、
依
然
と
し
て
伝
統
的
な
米
穀
第
一
主
義
の
経
済
に

固
執
す
る
藩
財
政
政
策
に
対
し
、
本
多
利
明
流
の
、
国
内
産
業
と
貿
易
の
振
興

に

よ
る
富
国
強
兵
策
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と

は
、
自
ら
の
学
問
（
漢
学
）
を
歴
史
的
現
実
に
媒
介
さ
せ
る
こ
と
を
い
っ
そ
う

困
難
に
し
、
こ
の
た
め
明
倫
堂
教
学
は
、
朱
子
学
的
名
分
論
程
度
の
政
治
理
論

す
ら
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

注
1
　
日
本
教
育
史
資
料
第
二
冊
　
　
　
二
〇
一
頁

　
2
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
頁

　
3
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
頁

　
4
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
頁

　
5
同
　
　
　
一
〇
一
ー
一
〇
二
頁

　
6
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
頁

　
7
・
8
同
　
　
　
　
一
〇
四

頁

　
9
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
ー
一
〇
五
頁

　
1
0
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
頁

　
1
1
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
頁

　
1
2
　
加
賀
藩
史
料
第
一
五
編
　
五
三
－
　
五
四
頁

　
1
3
同
　
　
　
　
　三
七
六
頁

＝
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同同金
沢
市
市
史
学
事
編
第
二

同
　
　
　
　
　
　
第
一

日
本
教
育
史
資
料
第
二
冊

同同同同同

　
　
　

三
八
四
頁

六

五

ー
六
八
頁

　
　
　

二
〇
七
頁

一
五
七
ー
一
五
八
頁

一
八
〇
ー
一
八
一
頁

　
　
　

一
八
五
頁

　
　
　

一
八
二
頁

　
　
　

一
八
三
頁

　
　
　

一
八
二
頁

一
九
ニ
ー
一
九
四
頁

石
川
県
史
第
二
編
九
四
九
頁
以
下
。
奥
村
栄
実
に
と
っ
て
恐
る
べ
き
人
物
と
し

て
寺
島
蔵
人
と
上
田
作
之
丞
の
二
人
が
い
た
。
こ
れ
を
「
前
門
虎
を
遂
へ
ば
後

門
至
る
」
と
称
し
た
と
い
う
。
以
下
上
田
作
之
丞
と
黒
羽
織
党
に
関
す
る
記
述

は
す
べ
て
石
川
県
史
第
二
編
に
よ
る
。

拙
稿
「
幕
末
に
お
け
る
藩
学
の
近
代
化
に
つ
い
て
」
本
紀
要
第
一
一
号
所
収

加
賀
藩
史
料
幕
末
編
上
　
　
　
　
　
　
三
五
六
頁

六
、
壮
猶
館
の
設
立
と
洋
学
受
容
の
態
度

　
　
　

O
壮
猶
館
の
設
立

　
ア

メ
リ
カ
東
印
度
艦
隊
司
令
長
官
ペ
リ
ー
が
、
軍
艦
七
隻
を
率
い
て
再
び
神

奈
川
沖
に
来
泊
し
た
安
政
元
年
、
そ
の
年
の
五
月
藩
主
斉
泰
は
柿
木
畠
に
火
術

方
役
所
を
設
け
、
八
月
こ
れ
を
壮
猶
館
と
改
称
し
た
。
そ
の
目
的
は
藩
士
に
洋

法
に
よ
る
練
兵
、
と
り
わ
け
西
洋
流
砲
術
の
研
究
と
訓
練
を
実
施
す
る
に
あ
っ

（
1
）

た
。　
学
科

は
、
当
初
は
砲
術
と
合
図
で
あ
っ
た
が
、
後
に
馬
術
、
洋
学
、
医
学
、

洋
算
、
航
海
、
測
量
学
と
な
っ
た
。
砲
術
は
、
は
じ
め
蘭
式
、
後
に
英
式
つ
い

で
仏
式
に
変
わ
っ

た
。
洋
学
は
、
は
じ
め
蘭
学
、
後
に
英
学
に
改
め
ら
れ
た
。

蘭
医
学
の
会
読
は
文
久
二
年
か
ら
、
航
海
・
測
量
学
は
同
三
年
か
ら
、
洋
算
は

明
治
元
年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
文
久
二
年
能
登
鹿
島
郡
矢
田
・
万
行
二
村
の
地
境
に
七
尾
軍
艦
所
を
設

置
し
て
壮
猶
館
に
付
属
さ
せ
、
航
海
術
の
実
地
訓
練
を
行
な
っ
た
。

一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

壮
猶
館
の
会
読
割
及
び
砲
術
稽
古
割
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

嘉
永
七
年
丙
寅
即
ち
安
政
元
年
十
一
月
左
之
通
り
会
読
割

三
八
　
朝
五
半
時
ヨ
リ
　
砲
術
発
揮
火
機
篇

　
　
　

夕
九
時
ヨ
リ
舶
砲
新
篇

五
十
　
朝
五
半
時
ヨ
リ
　
（
但
十
五
日
井
大
ノ
月
晦
日
除
之
）
練
卒
訓
語

　

　
　
夕
九
時
ヨ
リ
煩
砲
用
法

右
当
廿
八
日
よ
り
始
り
候

砲
術
稽
古
割

二

々
　
九
時
ヨ
リ
小
川
群
五
郎
門
弟

七

々
　
同
　
　
　
　
加
藤
九
八
郎
門
弟

壮
猶
館
稽
古
割
（
安
政
三
年
辰
四
月
廿
八
日
被
仰
出
）

九八七六四三二
々々々々々々々

朝朝朝朝夕朝朝

小
川
群
五
郎
門
弟
　
　
夕
　
大
橋
作
之
進
門
弟

南
部
平
蔵
、
加
藤
九
八
郎
門
弟
　
　
夕
　
斉
藤
新
左
衛
門
門
弟

小
塚
平
、
米
林
貢
、
白
江
孫
平
次
門
弟

野
本
七
郎
左
衛
門
門
弟
　
　
夕
　
福
井
安
右
衛
門
門
弟

早
川
源
五
右
衛
門
門
弟
　
　
夕
小
川
群
五
郎
門
弟

加
藤
九
八
郎
門
弟
足
軽
　
　
夕
　
河
野
久
太
郎
同
志

小
川
権
之
助
門
弟

　
右
の

稽
古
割
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
壮
猶
館
の
場
合
は
、
明
倫
堂

の

よ
う
な
身
分
に
よ
る
出
席
日
の
区
分
は
無
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
つ
に
は
砲

術
は

武
術
の
一
種
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
流
派
と
そ
れ
に
基
づ
く
師
弟
関
係
が

重
視
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
も
よ
る
が
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
洋
学
に

関
す
る
限
り
身
分
を
こ
え
て
修
学
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し

て

い

た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
⇔
　
洋
学
受
容
の
態
度

　
天
保
期
以
降
の
藩
校
改
革
に
み
ら
れ
る
顕
著
な
傾
向
と
し
て
、
漢
学
と
り
わ

け
朱
子
学
は
単
に
幕
藩
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
強
化
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、

現
実
的
な
政
治
理
論
と
し
て
の
尊
王
嬢
夷
論
の
基
礎
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て

重
視

さ
れ
る
点
の
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
加
賀
藩
明
倫
堂
の
場
合
は
後
者
の
点

が

あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る

が
、
そ
れ
で
は
洋
学
受
容
の
態
度
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
嘉
永
六
年
一
一
月
藩
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
布
達
し
て
い
る
。
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（
上
略
）
此
度
西
洋
炮
術
練
習
之
儀
は
被
仰
出
も
有
之
追
々
熟
達
之
者
も
相
増
世
上
広

　

く
行
は
る
へ
き
儀
に
付
此
節
よ
り
蛮
語
之
分
都
て
国
語
に
訳
し
相
唱
若
難
訳
儀
は
別
段

　
に
唱
呼
相
立
蛮
夷
之
挙
動
に
不
押
移
様
心
掛
修
業
可
致
候
且
又
大
船
製
造
之
儀
は
猶
更

　
新
規
之
事
に
候
得
は
是
以
唱
方
等
其
心
得
可
有
之
候
畢
寛
彼
方
之
利
器
要
術
を
取
此
方

　
之
武
備
相
用
候
事
に
付
船
炮
其
外
要
用
之
器
械
蛮
製
相
用
候
儀
は
柳
不
苦
事
に
候
得
共

　
万
一
新
規
を
好
狼
に
蛮
語
を
唱
夷
風
に
倣
ひ
候
様
成
行
候
て
は
御
国
威
に
も
拘
り
不
容

　
易
事
に
候
条
心
得
違
無
之
様
可
致
候
（
下
略
）
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　

こ
の
布
達
は
、
幕
府
が
同
年
同
月
に
布
達
し
た
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
文
の
も

の

で

あ
る
か
ら
、
藩
独
自
の
見
解
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
わ
し

い
。
そ
の
要
旨
は
、
西
洋
の
「
利
器
要
術
」
を
学
ぶ
の
は
藩
の
「
武
備
」
に
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　

い

る
た
め
で
あ
っ
て
、
そ
の
さ
い
「
万
一
新
規
を
好
狼
に
蛮
語
を
唱
夷
風
に
倣

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　

ひ

候
様
成
行

候
て
は
御
国
威
に
も
拘
り
不
容
易
事
に
候
条
心
得
違
無
之
様
可
致

候
」
と
し
て
蛮
語
の
使
用
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
西
洋
の
「
利
器
要
術
」
を
学
ぶ
さ
い
蛮
語
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
夷
風
」
に
染
ま
る
こ
と
を
最
も
警
戒
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
、
佐
久
間
象
山
や
橋
本
左
内
な
ど
当
時
の
進
歩
的
イ
ン
テ
リ
ー
が
説
い
た

「
東
洋
道
徳
、
西
洋
芸
術
」
と
い
う
態
度
に
あ
い
通
ず
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
そ
れ
は
、
近
代
科
学
や
知
識
・
技
術
は
西
洋
の
も
の
を
積
極
的
に
受
け

入
れ

る
が
、
そ
れ
ら
を
駆
使
し
て
い
く
主
体
と
し
て
の
根
本
態
度
（
人
間
関
係
）

）

は
、
東
洋
の
精
神
（
道
徳
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
。
幕
府
や
西
南
雄
藩
も
、
洋
学
に
対
し
て
は
こ
の
よ
う
な
態
度
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
問
題
は
、
西
洋
の
芸
術
（
知
識
や
技
術
）
と
い
う
場
合
、
そ
の
範

囲
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
か
に
あ
っ
た
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
九
月
、
藩
主

前
田
斉
泰
は
、
　
「
軍
制
之
儀
」
に
関
し
つ
ぎ
の
よ
う
な
親
翰
を
発
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

御
書
取

　
当
今
之
形
勢
に
而
は
、
第
一
海
岸
守
禦
之
備
弥
可
厚
に
付
、
西
洋
新
伝
軽
便
之
炮
を
も
取

　

用
ひ
、
彼
之
利
器
を
取
て
此
方
之
軍
備
之
一
助
与
可
致
候
得
共
、
中
に
者
悉
皆
西
洋
之

　

陣
制
に
相
改
候
様
に
与
之
議
論
も
有
之
と
い
へ
共
、
西
洋
に
於
て
至
当
之
軍
制
も
此
土

　
に

取
て
は
用
ひ
難
き
趣
も
可
有
之
、
戦
勝
之
元
は
全
く
軍
制
の
み
に
も
無
之
哉
与
存
候

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
得
ば
、
　
他
国
之
儀
は
如
何
様
に
有
之
候
共
、
　
当
家
に
於
て
は
本
朝
固
有
之
勇
武
を
本

　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　

と
し
、
皇
国
之
兵
法
を
以
唯
今
に
も
一
戦
快
く
可
致
覚
悟
に
候
条
、
兎
角
国
内
一
致
に

心
力
を
尽
さ
ず
し
て
は
、
堅
を
破
り
鋭
を
挫
く
の
功
も
有
之
間
敷
、
万
般
之
軍
法
も
其

元
一
致
に
有
之
事
与
存
候
間
、
何
れ
も
此
方
之
意
を
体
し
、
一
際
忠
憤
を
興
起
し
、
武

勇
を
蓄
へ
、
専
ら
皇
国
之
御
為
を
存
候
様
有
之
度
候
。
此
段
被
相
心
得
、
家
中
一
統
ね

も
申
聞
候
様
夫
々
可
被
申
渡
候
。
（
6
）

　
　
九
　
　
月

　
す

な
わ
ち
こ
の
親
翰
で
は
、
海
岸
の
防
備
を
固
め
る
た
め
に
、
西
洋
の
「
利

器
」
を
採
用
し
て
軍
備
の
一
助
に
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
軍
制
（
部
隊
の
編
成

や

戦
闘
法
）
に
関
し
て
は
、
他
藩
が
ど
う
あ
ろ
う
と
わ
が
加
賀
藩
で
は
、
「
本

朝
固
有
之
勇
武
を
本
と
し
、
皇
国
之
兵
法
を
以
」
っ
て
す
る
と
い
う
藩
主
の
決

意
が
示

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
採
用
さ
れ
る
「
西
洋
芸

術
」
の
限
界
は
「
利
器
」
　
（
兵
器
）
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
使
用
し
て

戦

う
戦
術
や
部
隊
の
編
成
は
す
べ
て
「
本
朝
固
有
之
勇
武
」
と
「
皇
国
之
兵

法
」
に
よ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
つ
い

で
文
久
三
年
七
月
、
斉
泰
は
壮
猶
館
の
教
育
に
関
し
て
っ
ぎ
の
よ
う
な

親
翰
を
発
し
て
い
る
。

　

壮
猶
館
建
置
候
儀
は
、
彼
之
利
器
を
熟
察
之
上
取
捨
い
た
し
取
用
候
為
之
儀
に
候
。
左

　

候
へ
ば
教
諭
方
等
、
都
而
彼
之
法
則
に
拘
泥
い
た
し
候
儀
は
心
得
違
に
候
間
、
彼
御
法

　

則
に
不
拘
、
我
国
実
用
之
宜
敷
所
に
活
用
せ
し
め
候
儀
専
要
与
存
候
。
是
迄
西
洋
法
を

　
相
学
候
者
、
其
本
意
を
失
ひ
候
族
は
、
自
然
与
夷
秋
之
風
習
に
染
着
い
た
し
候
。
ケ
様

　

に

而
は
追
々
夷
秋
之
俗
に
相
成
、
不
容
易
次
第
に
付
、
身
体
動
作
等
成
限
一
変
せ
し
め

　
候
而
取
用
候
様
有
之
度
存
候
。

　

一
、

諸
士
小
銃
打
方
之
儀
も
、
卑
賎
之
者
同
様
に
而
は
有
之
間
敷
候
得
ば
、
以
来
足
並

　
　
　
稽
古
杯
は
差
止
可
申
候
。
諸
士
足
並
稽
古
い
た
し
、
或
は
太
鼓
打
習
候
に
付
、
自

　
　
　
然
与
武
術
之
稽
古
方
等
閑
に
相
成
、
士
気
を
失
候
に
も
到
り
候
得
ば
、
士
列
以
上

　
　
　
之
者
彼
方
之
太
鼓
稽
古
い
た
し
候
儀
も
差
止
可
申
候
。

　

一
、

銃
卒
之
儀
は
卑
賎
之
者
之
儀
に
候
へ
ば
、
格
別
に
候
得
共
、
是
以
一
変
せ
し
め
可

　
　
　
然
候
。
併
銃
卒
之
儀
は
、
足
並
等
指
止
候
与
申
に
而
は
無
之
候
得
共
、
可
成
丈
夷

　
　
　
風
を
省
き
度
、
此
所
は
役
人
共
其
心
を
得
て
工
夫
い
た
し
候
は
ざ
、
如
何
様
に
も

　
　
　

可
相
成
儀
与
存
候
。

　

右
之
外
に
も
、
猶
又
各
心
附
之
儀
有
之
候
は
ゴ
可
被
申
聞
候
。
兎
角
右
に
申
入
候
通

　

り
、
夷
秋
の
風
俗
に
習
染
い
た
し
、
皇
国
之
美
風
を
不
害
儀
本
意
与
存
候
。
（
7
）

　
す

な
わ
ち
こ
の
親
翰
に
よ
る
と
、
壮
猶
館
設
立
の
目
的
は
、
西
洋
の
「
利

器
」
の
良
否
を
検
討
し
て
そ
の
採
否
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

＝
二
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そ
の
教
育
が
、
も
し
西
洋
流
の
軍
制
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
誤

り
で
あ
る
。
西
洋
流
の
軍
制
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
彼
の
「
利
器
」
を
わ

が
実
用
に
活
用
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
を
忘
れ
て
西
洋
流
の
軍

制
を
学
ぶ
か
ら
「
夷
荻
之
風
習
に
染
着
」
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
そ

こ
で
壮
猶
館
の
教
育
で
は
、
諸
士
の
小
銃
打
方
の
稽
古
は
「
卑
賎
之
者
」

と
同
じ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
、
以
後
「
足
並
稽
古
」
　
（
部
隊
訓
練
）
は

取
り
止
め
る
。
こ
れ
ら
の
稽
古
は
、
武
術
の
稽
古
を
お
ろ
そ
か
に
し
、
士
気
を

失
わ
せ

る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
銃
卒
は
「
卑
賎
之
者
」
で
あ
る

か

ら
特
別
で
、
「
足
並
稽
古
」
を
取
り
止
め
る
必
要
は
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
夷

風
に

染

ま
ら
な
い
よ
う
、
関
係
者
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
親
翰
が
二
度
に
わ
た
っ
て
下
達
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
藩
内
に
親
翰
の
方
針
に
「
不
心
服
之
者
」
が
少
な
か
ら
ず
お
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
と
り
わ
け
算
用
場
奉
行
水
原
清
五
郎
や
壮
猶
館
主
付
横
山
内
蔵
助
・
岡

島
喜
太
郎
・
永
原
甚
七
郎
ら
は
「
西
洋
流
偏
信
之
者
」
と
し
て
指
弾
さ
れ
、
斉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

泰
は
こ
れ
ら
の
壮
猶
館
の
関
係
者
の
「
指
替
」
を
考
慮
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ

し
て
文
久
三
年
二
一
月
、
三
度
び
「
西
洋
之
儀
は
利
器
を
取
候
迄
に
而
、

　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

習
を
慕
ひ
候
様
相
成
候
而
は
、
廉
恥
之
気
節
を
取
失
ひ
、
只
利
得
に
走
り
、

自
ら
万
般
に
其
風
押
移
り
、
士
気
振
興
之
障
り
と
も
相
成
、
彼
是
弊
害
不
少
様

　
　
（
9
）

に

存
候
」
と
い
う
親
翰
を
発
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
の
親
翰
も
「
西
洋
流
偏
信
」
を
お
さ
え
る
に
は
あ
ま
り
効
果
が
無

か

っ

た

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
親
翰
の
出
さ
れ
た
直
後
の
一
二
月
二
二
日
、
海
防

方
主
付
で
あ
る
本
多
播
磨
守
・
長
大
隅
守
・
奥
村
内
膳
の
三
重
臣
は
、
　
「
西
洋

流
」
で
な
け
れ
ば
海
防
整
備
の
見
込
み
も
立
た
な
い
と
し
て
、
海
防
方
御
用
の

　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

辞
任
を

申
し
出
た
。
そ
し
て
重
臣
奥
村
伊
予
守
も
こ
れ
に
同
調
し
た
。
し
か
し

斉
泰
は
、
　
「
先
づ
是
迄
之
通
可
被
相
勤
候
」
と
し
て
こ
れ
ら
の
辞
任
を
認
め
な

　
　
（
1
2
）

か
っ
た
。

　

し
か
し
こ
れ
で
問
題
が
解
決
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
斉
泰
は
、
翌
元
治
元

年

（
一
入
六

四
）
一
月
、
　
「
兎
角
我
意
を
張
、
各
示
談
方
一
和
不
致
体
に
付
」

一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

と
い
う
理
由
で
本
多
播
磨
守
の
月
番
・
加
判
及
び
城
代
方
用
の
職
を
免
じ
、
翌

二
月
に
は
四
度
び
親
翰
を
発
し
、
こ
ん
ど
は
「
西
洋
流
」
の
採
否
は
心
構
の
問

題
で
あ
る
と
し
、
　
「
西
洋
流
取
用
ひ
候
に
も
、
人
々
之
心
得
に
有
之
事
に
而
、

彼
に

心
を

被
奪
と
、
我
に
心
定
相
立
、
彼
之
利
器
を
取
て
眼
と
す
る
と
の
違
に

候
へ
者
、
其
貌
は
同
敷
様
に
而
茂
、
其
心
根
に
至
り
候
て
は
懸
隔
之
違
に
有
之

　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

候
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
そ
の
「
心
根
」
に
伝
統
的
精
神
を
す
え
る

洋
学
受
容
の
能
度
は
、
よ
う
や
く
「
東
洋
道
徳
、
西
洋
芸
術
」
と
い
う
方
針
に

近
づ
い

て

き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
長
大
隅
守
は
こ
の
親
翰
に
も
納
得
せ
ず
、
ま
た
し
て
も
海
防
方
御
用
主
付
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　

辞
退

し
よ
う
と
し
た
が
、
三
月
前
田
慶
寧
（
後
の
一
四
代
藩
主
）
の
「
敢
而
西
洋

流

を
御
捨
被
遊
候
思
召
に
而
は
無
之
候
へ
共
、
御
手
広
に
被
仰
付
候
而
は
御
軍

制
等
之
指
障
に
も
相
成
候
儀
、
程
能
不
被
仰
付
而
は
不
相
成
、
ー
何
れ
一
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

に
心
得
候
て

は
相
成
間
敷
と
思
召
候
間
、
是
等
之
処
得
と
思
慮
い
た
し
、
」
と

い

う
説
得
に
し
た
が
っ
て
よ
う
や
く
こ
れ
と
妥
協
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
み

て

き
た
よ
う
に
、
加
賀
藩
に
お
け
る
洋
学
受
容
の
態
度
は
、
海
防
整

備

と
い
う
現
実
的
要
求
か
ら
、
受
容
す
る
西
洋
の
芸
術
（
知
識
・
技
術
）
の
範

囲
を
な
る
べ
く
「
御
手
広
」
に
し
よ
う
と
す
る
海
防
方
や
壮
猶
館
の
立
場
と
、

こ
れ
を
最
少
限
に
と
ど
め
、
も
っ
て
幕
藩
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
支
柱
で
あ

る
封
建
道
徳
が
、
　
「
西
洋
流
」
の
近
代
精
神
に
よ
っ
て
侵
食
さ
れ
る
の
を
で
き

る
だ
け
防
こ
う
と
す
る
保
守
的
藩
主
の
立
場
と
の
妥
協
に
よ
っ
て
成
立
し
、

「
東
洋
道
徳
、
西
洋
芸
術
」
の
方
向
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。

　
注

1
　
日
本
教
育
史
資
料
第
二
冊
二
〇
八
頁
壮
猶
館
の
項
に
よ
る
。
な
お
壮
猶
館
の
設

　
　
　
　
立
・
教
員
組
織
・
生
徒
就
学
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
石
川
県
史
第
三
編
二
一
二
四

　
　
　

－
二
三
七
頁
参
照

　
　
2
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
頁

76543
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
頁

同
第
七
冊
六
七
七
頁

拙
稿
前
掲
論
文
参
照

加
賀
藩
史
料
幕
末
編
上
巻
一
二
九
三
ー
一
二
九
四
頁

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二
八
頁
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Astudy　on　the　reformation　of　the　feudal　school
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　In　this　article，　we　makg　clear　the　tendency　of　liberation　of　education　from　the　feudaI

and　discriminatory　system，　in　the　later　years　of　Tokugawa　Period、
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